
福村 出版 

 
動的－成熟モデル理論とその実際の適

用を豊富な臨床事例を通じて示し、脆弱

な家族の統合的支援につなげる。 
この本の内容 

第Ⅰ部 昨日の子どもたち：今日の母親と父親 
 第 1 章 親を大切にすること 
 第 2 章 DMM 入門：12 のきわめて重要な概念 
第Ⅱ部 発達過程 
 第 3 章 早期の子ども時代：家庭で安全に過ごすことを学ぶ 
 第 4 章 学校に行くこと：複雑な世界に取り組む 
 第 5 章 大人になること：愛することと離れること 
第Ⅲ部 情報処理 
 第 6 章 未来を想起する：心的表象過程 
 第 7 章 親は子どもの表象にどのように影響を与えるのか 
 第 8 章 表象と子どもを危険に晒す子育て 
第Ⅳ部 親の傾性表象 
 第 9 章 クラスター1 子どもを保護する通常の行動の歪曲：子どもへの過小反応 
 第 10 章 クラスター2 子どもを保護する通常の行動の歪曲：子どもへの過剰反応 
 第 11 章 クラスター3 歪曲された知覚：子どもの中に自己を見る 
 第 12 章 クラスター4 不明瞭な知覚：消失する子ども 
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 第 13 章 クラスター5 正確な情報の代わりに誤った情報を用いる歪曲：子どもが脅か

されていると誤解する 
 第 14 章 クラスター6 正確な情報の代わりに命に関わる妄想的情報を用いる歪曲：

子どもが脅威であると誤解する 
第Ⅴ部 支援への統合的アプローチ 
 第 15 章 家族への DMM による統合的支援 
 第 16 章 うまくいかなくなる時 
 第 17 章 個別化された支援に関連するアセスメント 
 第 18 章 機能フォーミュレーションと支援計画 
 第 19 章 DMM による統合的支援：3 つの事例 
 第 20 章 子どものために親にしてほしいことを親にしましょう  
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